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小さいサイズのMPを海洋生物が摂食する

JEAN HPより

背景：MPの生態系への影響

MPの生物への影響が発生



化粧品・歯磨き粉等

食べ物（魚など）

大気経由 プラスチックは大気
も汚染して、呼吸に
よって吸い込まれる。
大学教授に聞くリス
ク | Gyoppy!（ギョッ
ピー） - 海から、魚

から、ハッピーをつく
るメディア - Yahoo! 
JAPAN

水道水

ペットボトル 食塩

背景：人体へ混入するMP
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外務省HP(https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000529033.pdf）

G20 大阪サミット 2019

2050年までにプラごみ排出を0に

背景：世界の動き

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000529033.pdf


本研究の目標

＜最終目標＞
川崎市におけるマイクロプラスチックの汚染状況把握と
マイクロプラスチック排出量評価技術の開発

＜各年度の目標＞
一年目：市内を通る河川におけるMP調査を行い，河川のMP輸送量の

評価・観測技術を確立する．
二年目：MP発生源調査として，面源負荷（地表面上の堆積土砂）と点

源負荷のMP調査を行い，市内のMP発生状況を把握する．
三年目：一，二年目の結果を取りまとめて，MP排出量の評価技術を開

発し，川崎市におけるMP排出量の詳細マップを作成し，有効
なMP削減策を提示する．



本年度の研究内容と全体のスケジュール

①市街地のMP発生源調査（3年目で観測地点を大幅に増やす）

②成果とりまとめ

項目 1年目 2年目 3年目

①河川MP調査

②MP発生源調査

③MP排出量評価
技術開発

④取りまとめ



1-1 川崎市内河川調査の概要

①

②

⑥

⑦
③⑤

④

川崎市

多摩川

鶴見川

①矢上川・日吉橋
②矢上川・五反田橋
③平瀬川・不動橋人道橋
④二ヶ領本川・新川橋
⑤五反田川・田中橋
⑥三沢川・下島橋
⑦麻生川・耕地橋

☆調査日
・1年目

2020/12/2，23
・2年目

2021/6/9，16※
※出水時



1-2 結果(1)MP濃度と全国河川の比較（平常時，2020年）

MP質量濃度

②矢上川・五反田橋

⑦麻生川・耕地橋

④二ヶ領本川・新川橋

③平瀬川・不動橋人道橋

⑥三沢川・下島橋

⑤五反田川・田中橋

①矢上川・日吉橋

全国70河川・90地点におけるMP濃度の頻
度分布（Nihei et al., 2020）
平均値：0.79mg/m3

中央値：0.12mg/m3

✔全7地点は全国中央値を上回る．

✔全国平均値を上回ったのは②矢
上川・五反田橋のみ．
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1-2 結果(2) MP質量濃度とBODの相関関係（平常時）
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～河川毎のBOD平均値（公共用水域水質データ）とMP質量濃度
（矢上川のみ2地点の平均）の相関図～

近似直線
Y=0.296x+0.0256

R2=0.7644

t検定

近似直線の統計的
有意性を検証

p=0.0227＜0.05

5％有意水準でBODとMP
質量濃度は相関性有



1-2 結果(3)平常時と出水時のMP質量濃度比較
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MP質量濃度：地点毎の比較 箱ひげ図
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13.5倍

出水時にてMP濃度増加，輸送量増大
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2021年度：麻生川のみ平常時



発生源が特定できるもの

・生活排水
・工業排水
・畜産排水

広く薄く分布しているもの．
雨水と共に流下．

・市街地
・農地（畑，水田）
・山林，降水

1-3 河川のMPは流域のどこから来るか?

☆点源負荷 ☆面源負荷

平常時

出水時

点源

面源

0 100%
プラごみ発生源のイメージ

平常時はほぼ点源，出水時は面源負荷が卓越

川崎市では市街化が顕著

市街地面源負荷のMP調査



2-1 川崎市内市街地MP調査の概要

鶴見川

麻生川

三沢川

平瀬川

川崎市

矢上川

ニヶ領本川
五反田川

多摩川

武蔵
小杉

黒川
新百合
ヶ丘

河川調査点
市街地調査点

川崎

鷺沼

溝の口

登戸

全32地点

清掃無 清掃有

武蔵小杉 2 0

黒川 2 1

新百合ヶ丘 2 1

登戸 3 3

鷺沼 4 2

溝の口 3 3

川崎 3 3

2021/11/11

2022/8/25

地点数
実施日 駅名



2-2 市街地MP調査方法の概要

採取前

採取後

2m×0.2mの範囲をほうきで掃き，
塵埃を塵取りに集める．

武蔵小杉・工業地域

2.0m

0.2m



2-3 観測地点の様子と市街地MP濃度 登戸駅(2022年度)

MP数密度 ：70.0個/m2

MP質量濃度： 1.8mg/m2

N2地点（清掃無）

Fragment・PE

2mm

見つか
ったMP

N1地点（清掃有）

MP数密度 ：704.0個/m2

MP質量濃度： 142.5mg/m2

Fiber・PEs/PET

5mm

Fiber・PEs/PET Fragment・PE



2-4 市街地MP調査結果(1)全地点の数密度
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・地点毎のばらつき大
（１オーダー異なる）

・黒川が最小．

・清掃有＞清掃無
清掃効果は明瞭に発現
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2-4 市街地MP調査結果(2)全地点の質量濃度
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・地点毎のばらつき大
（最大2オーダー異なる）

・駅間の差は数密度
と同一．

・清掃効果は明瞭に発現1
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2-4 市街地MP調査結果(3)市街地MPマップ（清掃無）

数密度（単位：個/m2）

清掃無 数密度
武蔵小杉 1431.9
黒川 11.3

新百合ヶ丘 81.3
登戸 1201.3
鷺沼 1030.0
溝の口 1158.3
川崎 2589.1

清掃無 質量濃度
武蔵小杉 38.27
黒川 0.12

新百合ヶ丘 7.90
登戸 443.10
鷺沼 202.20
溝の口 317.98
川崎 436.43

質量濃度（単位：mg/m2）



2-4 市街地MP調査結果(5)駅毎平均濃度vs駅乗降客数

y = 0.0135x + 92.405
R² = 0.7091
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y = 0.0022x + 45.883
R² = 0.376
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～駅乗降者数（R2年平均）とMP濃度（駅毎平均）の比較～

✓MP濃度（駅毎平均）と駅乗降者数は有意な正の相関関係



0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

平常時 出水時 市街地

PE

PP
PS
PEPP
PVC

PET

PA
EVA

Other

21%

19%

10%
29%

24%

40%

14%

20%

11%

42%

7%
20% 河川

河川

☆代表三種（PE，PP,PS)
平常時＜出水時

☆その他
平常時＞出水時

一般河川と逆の傾向

2-4 市街地MP調査結果(8)河川・市街地MPの材質比較

（2021のみ）



ま と め

１．市内河川MP調査

２．市街地MP調査

✓川崎市河川の平常時MP質量濃度は，1地点のみが全国平均値を上回った，

✓平常時のMP濃度はBODと正の相関関係が見られた．

✓出水時のMP濃度は，平常時の10倍強と大きく増加．これは，市街地由来のMPが降
雨に伴って流出した．

✓定期的な清掃効果を明瞭に確認できた．

✓市街地MP濃度と駅乗降者数の間には，有意な正の相関が確認された．
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